
実施項目1： 研究用マイクロプラスチッ ク（ M Ps2） の生産

紫外線による
劣化メ カニズム

既知の素材

環境中の
M Pマイク ロ化メ カニズム
を取り 入れたM Ps2の生産

実施項目２ :生物学的リ スクの定量評価（ 組織・ 細胞・ 遺伝子）

移行・ 蓄積し やすい
M Ps2の特徴と 濃度

100μm

300 µm

土壌/海洋中の
マイクロ疲労破壊
メ カニズム （ 化学物質の吸着）

M Ps2 :  M icrop lastics for study and standardization

・ 組織観察
・ 次世代シーケンシング
（ NGS）

・ PCR解析
・ 血液検査

社会実装への取組２

哺乳類

魚類 節足動物

・ 環境研究
総合推進
のために
必要と する
他研究機関
へのM Ps2

と M Ps2-
Generator
の導入推進

・ M Ps2の物理的・ 化学的特性の違いによるモデル生物
の組織・ 細胞・ 遺伝子への影響を定量的に把握する
ための技術・ 方法・ ノ ウハウの開発

・ 他研究機関への公開と 導入推進

実施項目３ :生物学的リ スクの定量評価（ 細胞・ 免疫）

・ 貪食過程＆細胞動態の観察
・ 炎症性サイト カインの産生量

影響を与えやすい
M Ps2の特徴と 濃度

透明ガラス
（ マイクロ・ ナノ 表面加工 Disc）

→マイク ロ疲労破壊を促進

UV-B (280-315  nm)の照射
→ プラスチッ クの劣化を促進

既知のプラ スチッ ク素材（ Pin）
→ PE,PP,PVC, PS, PETなど

の分析
・ 物理的特性
・ 化学的特性

解析データ シート の作成

研究用マイク ロプラ スチッ ク （ M Ps2）
M icrop lastics for study and standardization

吸着化学物質の調整も可能で、 信頼性・ 操作性に
優れたM Ps2生産システム「 M Ps2-Generator」
の開発

社会実装への取組１

マイクロチャ ンバ型
細胞培養システム

ヒ ト 免疫への影響

社会実装への取組３

・ 定量的・ 経時的M Ps2曝露や定量分析が容易で
CO2インキュ ベータ 内でオート マチッ ク に実施できる

「 All-in-one M Ps2曝露・ 培養システム」 の開発

・ 他研究機関への公開
と 導入推進

培地吸引・ 回収システム

M Ps2投与・ 培養システム

播種・ 培養
サポート
ユニッ ト

M Ps2投与・ 培養
サポート
ユニッ ト

M Ps2投与・ 培養システム底面の
マイクロチャ ンバー構造

培地吸引ポート
M Ps2混合培地
導入マルチポート

（ 培地吸引・
回収システムへ）

【 細胞播種・ 培養時】 【 M Ps2投与・ 培養時】

細胞＆培地

ヒ ト 末梢血由来単球マクロファ ージ
（ HM DM : Human monocyte-derived  macrophage）

研究用マイクロプラスチッ ク
（ M Ps2 :  M icroplastics for 

study and standard ization）

マイク ロロータ リ ーポンプシステム

吸引培地時系列
分注システム


